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平成 24 年 8 月 
 

「用法・用量」の変更のお知らせ 
 

 
謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は弊社製品につきまして格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

さてこの度，標記製品につきまして，「用法・用量」が変更になりました。それに伴い，

下記のとおり「用法・用量」を変更致しますので，お知らせ申し上げます。 

今後のご使用に際しましては下記内容をご高覧くださいますようお願い申し上げます。 

敬白 

新旧対照表（    ：一部変更承認による変更箇所） 
  

改 訂 後 現   行 
 

【用法・用量】 
［ヘリコバクター・ピロリ感染を除く感染症］ 

成人：アモキシシリン水和物として，通常 1 回 250mg（力

価）を１日 3～4 回経口投与する。 
なお，年齢，症状により適宜増減する。 

小児：アモキシシリン水和物として，通常 1 日 20～40mg
（力価）／kg を 3～4 回に分割経口投与する。 
なお，年齢，症状により適宜増減するが，1 日量と

して最大 90mg（力価）／kg を超えないこと。 
［ヘリコバクター・ピロリ感染症］ 

〇アモキシシリン水和物，クラリスロマイシン及びプロトン

ポンプインヒビター併用の場合 
通常，成人にはアモキシシリン水和物として 1 回 750mg（力

価），クラリスロマイシンとして 1 回 200mg（力価）及び

プロトンポンプインヒビターの 3 剤を同時に 1 日 2 回，7
日間経口投与する。 
なお，クラリスロマイシンは，必要に応じて適宜増量する

ことができる。ただし，1 回 400mg（力価）1 日 2 回を上

限とする。 
○アモキシシリン水和物，クラリスロマイシン及びプロトン

ポンプインヒビター併用によるヘリコバクター・ピロリの

除菌治療が不成功の場合 

通常，成人にはアモキシシリン水和物として 1 回 750mg（力

価），メトロニダゾールとして 1 回 250mg 及びプロトンポ

ンプインヒビターの 3 剤を同時に 1 日 2 回，7 日間経口投

与する。 
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ポンプインヒビター併用の場合 
通常，成人にはアモキシシリン水和物として 1回 750mg（力

価），クラリスロマイシンとして 1 回 200mg（力価）及び

プロトンポンプインヒビターの 3 剤を同時に 1 日 2 回，7
日間経口投与する。 
なお，クラリスロマイシンは，必要に応じて適宜増量する

ことができる。ただし，1 回 400mg（力価）１日 2 回を上

限とする。 
○アモキシシリン水和物，クラリスロマイシン及びプロトン

ポンプインヒビター併用によるヘリコバクター・ピロリの

除菌治療が不成功の場合 
通常，成人にはアモキシシリン水和物として 1回 750mg（力

価），メトロニダゾールとして 1 回 250mg 及びプロトンポ

ンプインヒビターの 3 剤を同時に１日 2 回，7 日間経口投

与する。 
 

 合成ペニシリン製剤 
 

日本薬局方 アモキシシリンカプセル 
処方せん医薬品 アモキシシリンカプセル 125mg「日医工」
処方せん医薬品 アモキシシリンカプセル 250mg「日医工」
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